
科目 授業改善について，独自に工夫されていることについてお書きください。

Sp 毎時間個々の学生の技術目標を設定し達成感を味わせる。

Sp
スポーツ種目であるため，技術の上達度は個人差が現れる．したがって，いわゆる「できない
子」や，技術練習をした子には復習や練習の時間を設けられる様に，授業の時間や場所の配
分に配慮した（試合の最中に基礎技術の復習や練習ができるようにスペースを設けるなど）

Sp とにかくたくさん学生とコミュニケーションを取ることで，個々人の状況をつかむようにしている。

Sp
自主性を出させるために、なるべく学生たちの意見を取り入れながら授業を行った。学生たちと
考えることによって独自のルールなどを設けて行うことができた。

Sp
・リーダーシップ，指導力を発揮させる場を設定する。
・毎時間，技術目標を設定し，意欲的に取り組ませる。
・試合の進行・運営を学生自ら参加させる。

Sp

・講義開始時間を厳守し、１回目の講義から学生に対してなぜ「遅刻」をしていけないのか、そ
のことでどういう結果になるかなど、社会の一般常識を踏まえ説明して聞かせ、やむをえない
理由の遅刻（交通途絶以外も含め）の具体的な内容を明示しその理解を深めさせ、学生が自
己都合で遅刻することのないよう、さらには欠席することのないよう取り組んでいる。

Sp 学生とのコミュニケーションから、学生の興味、関心、要求の声を直接聞くようにしている。


